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国内外のバイオリソースを巡る様々な問題や取り組みについて、毎月ホットな話題をこのニュースレターで紹介していきます。

「名古屋議定書に関する現状報告
           -COP12/COP-MOP1 と EUの動向」

URL: www.shigen.nig.ac.jp/shigen/news/
ニュースレターのダウンロード先

NewsLetter に掲載されているあらゆる内容の
無断転載・複製を禁じます。
すべての内容は日本の著作権法、及び国際条約
により保護されています。
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「名古屋議定書に関する現状報告
        -COP12/COP-MOP1 と EUの動向」

ホット情報〈NO. 47〉

　名古屋議定書は、海外遺伝資源
に関する入手の機会と利益配分に
関して、国際的な法的拘束力を確
立する目的で、2010 年の生物多
様性条約第 10 回締約国会議
(COP10) にて採択された。その後、
批准国が発効基準の50ヵ国を越え、
2014 年 10月 12日に発効された。
　名古屋議定書により、利用国で
は海外遺伝資源の提供国の法律・
規制に従って、事前同意 (PIC) の
取得、相互合意 (MAT) の設定が成
されている事の監視を行うチェッ
クポイントの設置が義務づけられ
ている。

　本稿では、2014 年 10 月に韓国 
平昌にて開催された生物多様性条約
第 12 回締約国会議 (COP12) および
名古屋議定書第 1 回締約国会議 
(COP-MOP1) の報告、さらに EU
規制についての情報をお伝えし、
名古屋議定書に関わる現状と今後
の課題について述べる。

鈴木睦昭
国立遺伝学研究所　知的財産室　室長

鈴木睦昭（国立遺伝学研究所　知的財産室）

１）デューデリジェンス
　　（相当の注意義務）
デューデリジェンスとは、聞き慣
れない言葉であるが、利用者が当
然果たしている相当の注意義務の
意味で、ここでは提供国の法令に
従い、PIC/MAT の取得等、利用者
による注意・確認が行われている
ことを示す。
研究資金の受給者は相当な注意を
行う旨を申告する必要がある。
遵守の製品の最終段階には、EU 委
員会への義務を果たした旨と、国
際遵守証明等の届け出を義務化し
ている。しかしながら、相当な注
意を行う旨の申告の具体的な方法
に関しては、実施法令で決定され
るために現状不明であるが、申告
方法の内容によっては、研究現場
への影響は大きい。

次ページへ続く

　COP-MOP1 では、すでに３回の
政府間会合で多くの議論がなされて
いたために、円滑な進行であった。
また、日本を含む非締約国の意見
は締約国の支持が必要であった。
議論は、発効後の具体的な検討体
制に関するものが多数であった。
議定書の遵守促進の手続きや、能力
開発強化支援および議定書実施のた
めの資源動員などが話し合われ、
今後の検討方法が決定された。さ
らに、契約モデル条項、行動規範、
ベストプラクティスなどは４年後
に審査が行われることになり、審査
項目に地域社会でのプロトコール
も対象となることとなった。しか
し多数国間の資金援助の仕組みは、
検討先送りの状況である。
　また、ABS クリアリングハウス
（情報交換センター）が議定書発効
に 伴 い 正 式 運 用 を 開 始 し た
(https://absch.cbd.int)。このサイト
からは、各国の法律・規制、窓口
などが一覧でき、今後本サイトに
て国際遵守証明書の情報も管理・
公開される。
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はじめに
　COP12 において、35 の決定が
成されたが、多くの学術関係者に
とって関係がある項目として合成
生物学の議論がされ、途上国が合
成生物学により生産されるプロダ
クトによる自国の経済的打撃を懸
念し、国際的枠組みの必要性を主
張した。決定においては、国際的
な協力の重要性を示す文言が記載
され、今後、専門家委員会が結成
され議論が行われることとなった。
今後、動向を注視していきたい。

1. COP12/COP-MOP1報告

　すでにEUにおいては、EU委員会、
EU 理事会、さらに EU 議会での議
論が行われ、2013 年 3 月に規制
法案が可決され、2013 年 5 月に
名古屋議定書に批准した。現在、
実施法令 (Implementing act) の検
討がなされている。また、罰則は
各国案にて今後決定される。可決
された EU 規制（511/2014）は以
下の特徴を持つ。

2.  EUの状況

写真１︓COP12/COP-MOP1 会場
画面に移るのは、COP-MOP1 議長の Hem Pande 

（インド）

写真２　COP12 の Welcome イベント（韓国
の民族舞踊、後ろにスキーのジャンプ台、平昌
は次回冬季オリンピックの会場）



２）コレクション登録簿
　EU 連合域内に登録コレクション
制度を設置、登録簿に登録された
コレクションから遺伝資源を獲得
する利用者は、すべての必要な情
報の収集に関して注意義務を行っ
たとみなされる。コレクション利
用者の便宜が図られるとともに、
全体の事務作業量の軽減にも寄与
するはずである。表１にコレクショ
ン登録簿の条件を記載した。
各コレクションは、a) 標準的な手
続きの適用、b）該当する遺伝資源
の PIC/MAT の存在、c）記録の保存、
d）第三者提供に当たり固有の識
別記、e）追跡と監視ツールの整備
が必要となる。

　EU 内の利用者が遺伝資源を利用
する場合には、まず、その遺伝資
源が EU コレクション登録のもの
か、または国際遵守証明があるか、
両者に該当しない場合、利用者は
PIC/MAT などの情報の入手・保管
が必要となる。

　現状、日本国における国内措置
決定や名古屋議定書への批准の時
期は見えてこないが、急速に決定
する懸念もある。名古屋議定書は、
利用国にとって、適正な遺伝資源
を監視するシステムである。利用
者にとって、提供国の法律・規制
を守り、遺伝資源を適切に入手す
ることは当然のことであり監視の
有無に関わらず、遵守する義務は
変わらない。
　また、すでに 1993 年に生物多
様性条約が発効し、日本も批准し
ていることや、今後、提供国の法律・
規制の整備がなされるとともに、
提供国における権利意識が強まる
可能性もある。
　これらの事を考えると、日本が
名古屋議定書に批准する・しない
に関わらず、既に各機関において、
海外からの遺伝資源の入手時の適
切な対応する体制を構築すること
が必要な状況である。
　さらに、EU のコレクション登録
簿などの動きをみると、今後、海
外遺伝資源に関してバイオリソー
ス機関の重要性が高まるとともに、
国際的に海外遺伝資源を適法に取
得している証明の必要性が高まる
可能性が考えられる。今後の関連
動向には、注意が必要である。■

連絡先   〒411-8540　静岡県三島市谷田 1111
　　　　国立遺伝学研究所  生物遺伝資源センター
                 TEL 055-981-6885 ( 山崎 )  
                 E-mail：brnews@shigen.info
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バイオリソース情報

昨年開催された「COP12」と「名古屋議定書第一回締約国
会議（COP-MOP1)」に参加された鈴木先生に会議の様子を
ご報告していただきました。本ニュースレターには何度か
（v6.3, v6.12, v7.1-2) ご執筆いただきましたので、難しい
問題ながら読者の皆様にとって大分敷居が低く感じられる
ようになったのではないでしょうか。国内措置が早く決ま
ることを望む一方、資源の利用が著しく困難にならないよう
当事者意識を持って考える必要があることも強く感じま
した。（Y.Y.)
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CARD R-BASE

現役開発者のコメント︓CARDに保存されている系統について、寄託者から登録された情
報の他にGene Ontology、OMIMなど外部データベースの情報と関連づけることで、よ
り情報の充実を図っております。またIMSR/JMSRに情報を提供し、IMSR/JMSRからも
CARDの系統を検索できます。管理データベースから公開データベースへ随時情報が追加
されていますので、ぜひ定期的にご確認ください。

系統数  ︓1,687
遺伝子数︓1,646
     (2015年1月現在)

DB名︓CARD R-BASE
URL ︓http://cardb.cc.kumamoto-u.ac.jp/transgenic/
言 語︓日本語　英語
オリジナルのコンテンツ︓
　　　・熊本大学 生命資源開発研究・支援センター     
　　　　動物資源開発研究部門(CARD)で保存している      
　　　  以下のマウスの系統について、寄託、分与/分譲
　　　　(供給)、関連遺伝子、文献、疾患、応用分野に
　　　　関する情報
　　　       Inbred
　　　　    Spontaneous/Chemical induced mutant
　　　　    Transgenic
　　　　    Targeted mutant
　　　　    Gene trap
　　　　    Insertion mutant　　
　　　・マウスおよびラットに関する 命名規約、遺伝子・
　　　　 系統の表記方法についての情報
特徴︓マウスの情報を、系統・遺伝子・文献・疾患の観点  
　　　  から閲覧、検索可能である。
　　　 公開データベースは管理データベースと連携して　
　　　  おり、リアルタイムでの情報公開を実現している。
連携DB︓IMSR(International Mouse Strain Resource)
JSMR(Japan Mouse/Rat Strain Resources Database)
MGI(Mouse Genome Informatics)、AmiGO
OMIM(Online Mendelian Inheritance in Man)
DB構築グループ︓熊本大学、国立遺伝学研究所
運用機関︓国立遺伝学研究所生物遺伝資源センター
DB公開開始年︓2001年       DB最終更新年︓2015年

今月のデータベース

3. 学術研究機関やバイオ
リソース機関への影響
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(熊本大学 生命資源研究
・支援センター 動物資源
開発研究施設 Resource 
Database)

・ 
・
・
・
・
・

表 1: EU　コレクション登録簿
写真３︓名古屋議定書締約国を示す黄色い旗

登録簿掲載のため、下記の能力があること
を証明しなければいけない。
(EU 規制 511/2014　第５条三項より )　

（ a ） 他のコレクションとの間で行う遺伝資
源の試料及び関連情報の交換に対し，並び
に第三者による条約及び名古屋議定書に
則った利用に向けた遺伝資源の試料及び関
連情報の第三者への提供に対し，標準的な
手続を適用すること

（ b ） 遺伝資源及び関連情報が，適用のある
取得の機会及び利益配分の法令又は規制要
件並びに関連する場合には相互に合意する
条件に従って取得されたことを証明する文
書を伴う場合にのみ，当該遺伝資源及び関
連情報を，第三者にその利用のために提供
すること

（ c ） 第三者による利用に向けて第三者に提
供されたすべての遺伝資源の試料及び関連
情報の記録を保持すること

（ d ） 可能な場合には，第三者に提供される
遺伝資源の試料について，固有の識別記号
を設定し又は使用すること，及び

（ e ） 遺伝資源の試料及び関連情報を他のコ
レクションと交換する際に，適当な追跡及
び監視ツールを利用すること

和訳は JICA 訳
（https://www.jetro.go.jp/world/europe/
ip/pdf/20140319_appendix.pdf）を使用

３）ベストプラクティス（最良事例）
　各研究者コミュニティーから、
最良事例を EU 委員会に登録がで
きる。利用者はこのベストプラク
ティスに準じて行っているか、申告
等必要となることが予想される。

米国が生物多様性条約の非締約国
である以上、EU の動向は日本を含
む利用国に大きな影響を持つ。今後、
明らかになる実施法令の内容に着
目すべきである。


